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令和４年６月号

６月１日(水)～２０日(月)夏季講座の受講者を募集！
夏休みの課題にも役立つ４つの講座を開設します。早めに計画を立てて，お申し込みください。親子のふ

れあいや思い出づくりにもつながります。多くの皆様の御応募をお

待ちしています。なお，申込み多数の場合は抽選となります。

講 座 名 学 習 内 容 対 象 回 期日 (時間) 定員 経 費

親 子 親子で陶芸の作品づくりを 小学生と保護 7／23，8／6 10名 親子２人で1000円

陶 芸 しながら，親子のふれあい 者 ３ 8／20 子供１人増すごとに250円

教 室 を深める。 (9:30～11:30) ５組 大人１人追加で500円

ふるさと ゲーム，クイズ，レクレー 小学生 7／23，7／30 10名 不 要

かごっま ションなど通して鹿児島弁 ※ 親子参加可 ４ 8／6，8／20

弁 楽しく学ぶ。 (9:30～11:30)

子ども 絵画の基礎的技能を学ぶと 小学４～６年生 7／26，7／27 10名 不 要

絵 画 ともに絵を描く楽しさを味 ３ 7／28

教 室 わう。 (9:30～11:30)

親 子 絵を描く楽しさを味わうと 小学１～３年生 8／2，8／9 10名 不 要

絵 画 ともに親子のふれあいを深 と保護者 ３ 8／16

教 室 める。 (9:30～11:30) ５組

６月１日（水）～６月２０日（月 【必着】１ 受付期間 ）
２ 申込み方法 次の３つの方法からお申し込みください。

(1) 往復はがき(126円)による申込み

下記の記入方法のとおり，間違いがないように記入してください。複数の講座に申込み可能ですが，

１人１講座につき１枚必要です。

①希望する講座名

②氏名（ふりがなをつける，

親子講座は親子の氏名）

③年代（小学生は学年）

④郵便番号・住所

⑤小学校名

⑥電話番号（自宅又は携帯）

⑦手話通訳を希望する場合は

「手話通訳希望」と記入

(2) 公民館窓口での申込み

１講座につき１枚の郵便はがき（６３円はがき）をお持ちになり，公民館に備えてある所定の用紙に

必要事項を記入して申し込んでください。不明な点は松元公民館にお問い合わせください。

(3) 電話による申込み

松元地域内の小学生親子は，電話で申し込みができます （松元公民館 電話２７８－１３１２）。

※ 申込みに必要な個人情報は，講座関係の目的以外には使用せず，公表することはありません。

３ 受講者決定の通知は，返信用はがき，または申込みの際にお預かりしたはがきで通知いたします。電話

による申込みの場合は学校経由で通知いたします。

 
(※ 公民館だよりは，鹿児島市ホームページでもご覧になれます。) 

 発行 鹿児島市松元公民館 
 〒899-2703 
鹿児島市上谷口町 3366-1 

TEL 099-278-1312 
FAX 099-278-3830 

 

 

  



松元公民館図書室では「おはなしのじかん」という読み聞かせ活動をお

こなっています。内容は絵本の読み聞かせだけでなく，わらべうた遊びや

制作活動もおこなっています。

５月１２日(木)には第１回目の「おはなしのじかん」がおこなわれて，

参加した子どもさんは熱心に紙芝居を聞いたり，こいのぼり制作をしたり

していました。今後の計画は次の通りです。どなたでも参加でき，事前の

申し込みはいりません。ぜひ，お気軽にご参加ください。

回 期日・時間・場所 回 期日・時間・場所

２ ６月９日（木）１０：３０～１１：３０ ２階託児室 ６ １２月８日（木）１０：３０～１１：３０ ２階託児室

３ ８月１８日（木）１０：００～１１：３０ ７ １月１２日（木）１０：３０～１１：３０ ２階託児室

「ぬいぐるみと一緒のおはなし会＆お泊まり会」

４ ９月８日（木）１０：３０～１１：３０ ２階託児室 ８ ２月９日（木）１０：３０～１１：３０ ２階託児室

５ １０月１３日（木）１０：３０～１１：３０ ２階託児室

※ 「おはなしのじかん」のほかに，松元公民館では親子読書の推進の

ために，７月９日(土)に「なつのおはなし会 ，１１月１９日(土)に」

「おはなしフェスティバル」を計画しています。ぜひ，ご参加ください。

(図書の点検と整理)

令和４年度 松元地域
社会学級委員等研修会(前期)

５月１７日(火)に，各小・中学校の家庭 ５月17日(火)～19日(木)

教育学級，父親セミナー，また各校区まち の３日間，松元中学校の３

づくり協議会の社会教育部，成人学級・女 年生３名が松元公民館で職

性学級の関係者が一堂に会し，研修会が実 場体験学習を行いました。

施されました。 公民館講座の見学，館内

意見交換では 「成人学級」という名称 清掃，図書室業務など多く，

の変更，成人学級と女性学級の一本化，ス の活動を熱心に頑張ってい

マホ等ネット事情学習の講師の人選などの ました。

意見がありました。学習活動の充実，参加 今回の体験をこれからの

者の増加に向けて，学級の名称のあり方， 学校生活や進路に生かして

組織の改編，参加者不足など課題があるよ ほしいと思います。職場体験を終えての３名の感想です。

※ 一部省略して掲載しています。うです。

○ ３日間通った公民館内には展示品があふれていて地域各社会学級の充実のために，公民館とし

の方々との強い結びつきを感じたことを覚えています。ても協力をしていきたいと思います。役員

又，イベントの企画，運営も盛んで，朝から館内には笑の皆様，１年間よろしくお願いします。ま

い声が飛び交い，とてもにぎやかだと感じました。た，各学校や地域の多くの皆様の社会学級

○ 僕が大事だと思ったことは「仕事をするときはその仕への参加と協力をよろしくお願いします。

事の良いところを自分で見つける」ということです。こ

の心がけ一つで全ての仕事が自分の好きな仕事になり，

仕事をするのに大事なことは，その仕事が好きかどうか

だと思ったからです。

○ 様々な活動をしていると，まず，チームワークや楽し

く仕事をしていくことが一番大切だと思いました。図書

室での業務が主な内容でしたが，意外に力が必要であっ

たり，パソコンを使う技術も必要なんだと感じました。

学んだことをしっかりと生かして，これからも頑張りた

いです。ありがとうございました。


